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昭
和
四
十
九
年
六
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十
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日
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曜
日
)
第
三
九
三
八
号

総
額
三
十
三
億
五
千
万
円

薬刊(1)昭 和49年6月21日(金) (昭和33年10月17購 三綱 便纏 可)日 業(昭 和48年5月25醐鮪 繍 別扱繍 新聞紙第254号)⑥ 第3938号

薬
務
局

前
年
度
比
59
%
増
の
予
算
要
求

薬
務
局

で
は
五
十
年
度
予
算
要
求
を
め
ぐ

る
、
第
三
次
局
議
を
十

九
日
開
き
、
重
点
要
求
事
項
を
決
め
二
十

五
日
に
重
点
事
項

に
つ
い

て
会
計
課
長

に
説
明
、
七
月

二
日
に
は
総
額

の
要
求

に
つ
い
て
同
様

の
説
明
を
行
う
。
重
点
項
目
で
は
局
を
総
合
し
た
医
薬
品
開
発
研
究

費
、
流
通
近
代
化
対
策
費
、
医
薬
分
業
推
進
費
、
G
M
P
対
策
費
、

薬
効
安
全
性
調
査
費
な
ど
が
目
立

つ
と
と
も
に
国
立
衛
試

で
は
前
年

度

の
三

・
七
倍

の
予
算
要
求
。
薬
務
局
予
算
要
求
は
現
在

の
と
こ
ろ

総
額

で
三
十
三
億
五
千
万
円
(前
年
度
比
五
九
%
増
)
、
国
立
衛
試
は

約
三
十
七
億
円

(
同
三

・
七
倍
)

で
、
重
点
事
項

は
次
の
と
お
り
。

①
医
薬
品
開
発
総
合
研
究
費
11

一
億
五
千
万
円
、
新
規
、
注
射
剤

の
安
全
性
、
水
痘
ワ
ク
チ

ン
、
抗
B
型
肝
炎
人
免
疫
グ

ロ
ブ
リ

ン
、

イ

ン
タ
ー

フ

ェ
ロ
ン

(
新
免
疫
物
質
)
、
鎮
咳
剤

(
合
成
麻
薬
)
、

薬
物

シ

.
ッ
ク
、
な
ど
九

つ
の
研
究
費
②
医
薬
分
業
推
進
費

H

－
千

七
百
万
円
、
検
査

セ
ン
タ
ー
補
助
金
九
百
万
円
、
薬
局
等
実
態
調
査

費

二
百
万
円
の
ほ
か
、新
規

に
分
業

P
R
費
五
百
万
円
、
薬
剤
師
研
修

費
百
五
十
万
円
③
医
薬
品
流
通
近
代
化
対
策
費

H

－
千
四
百
万
円
、

医
薬
品
産
業
実
態
調
査
費
四
百
万
円
の
ほ
か
新
規
に
共
同
配
送
、
共

同
倉
庫

の
あ
り
方
を
検
討
す
る
流
通
問
題
懇
談
会

の
設
置
と
デ

ィ
テ

ー

ル

マ
ン
実
態
調
査
費

の

一
千
万
円
④
G
M
P
対
策
費

11

一
千
百
万

円
、
新
規
、
指
導
員
研
修
費
百
九
十
万
円
、
G
M
P

ハ
ン
ド
ブ

ッ
ク
作

成
費

二
百
八
十
万
円
、
製
造
所
構
造
管
理
改
善
調
査
費
六
百
万
円
、

指
導
講
習
費
百
五
十
万
円
⑤
薬
効

・
安
全
性
調
査
費

H
五
千
五
百
万

円
、
再
評
価
、
副
作
用
対
策

の
経
費
増
額

は
じ
め
新
規

に
副
作
用
情

報
処
理
シ
ス
テ

ム
化
費
七
百
万
円
、
副
作
用
発
生
頻
度
調
査
費

一
千

万
円
⑥
血
液
対
策
費

11
二
千
三
百
万
円
、
新
規
に
献

血
推
進
員
地
域

組
織
設
置
費

一
千
七
百
五
十
万
円
、

血
液
研
究
所
設
置
準
備
費

五
百

七
十
万
円
⑦
麻
薬
覚
醒
剤
対
策
費

目
三
億
七
千
万
円
。

(第
二
面
に
続
く
)



(2) 昭和49年6月21日(金) 日 刊 薬 業 (第三種郵便物認可) 第3938号

薬
務
局
予
算
要
求

新

規

に

化

粧

品

原

料

規

格

な

ど

薬
務
局
関
係
の
五
十
年
度
予
算
要
求
重
点
事
項
の
ほ
か
新
規
項
目
で
は
、
①
毒
劇
物
指
定
調
査
費

六
百
二
十
万
円
②
J
A
P
I
C

(
日
本
医
薬
情
報
セ
ン
タ
ー
)
か
ら
の
情
報
提
供
費
四
百
六
十
万
円

③
化
粧
品
原
料
規
格
基
準
作
成
費
二
百
七
十
万
円
④
医
療
用
具
の
日
本
工
業
規
格
作
成
費
二
百
二
十

万
円
⑤
医
薬
部
外
品
品
質
基
準
作
成
費
千
七
十
万
円
等
が
あ
る
。
ま
た
国
立
衛
試
で
は
医
薬
品
、
化

学
物
質
、
食
品
添
加
物
な
ど
の
安
全
性
を
処
理
す
る
安
全
セ
ン
タ
ー
設
置
十
六
億
円

(設
置
場
所
は

横
浜
市
と
交
渉
中
)
と
特
別
研
究
費
八
千
万
円
な
ど
が
あ
る
。

斉
藤

厚
相

に
判

定

後
措

置

で
要

望

一

日

薬

連

一
変

手

続

き

と

市

場

混

乱

回

避

日
本
製
薬
団
体
連
合
会

(
鈴
木
万
平
会
長
)
の
代
表
は

二
十

日
午
前
、
斉
藤
厚
生
大
臣
宛
に

「
医

薬
品
再
評
価
判
定
結
果

に
関
す
る
要
望
」
を
提
出
し
た
。
こ
れ
は
、
判
定
結
果
に
関
連
し
て
変
更
を

要
す
る
医
療
用
配
合
剤
、

一
般
用
医
薬
品
の
変
更
手
続
き

の
簡
素
化
、
市
場

の
措
置

に
つ
い
て
配
慮

し
て
ほ
し

い
ー
と
い
う
も

の
で
、
要
望

の
骨
子
は
次

の
よ
う
で
あ
る
。
①

一
部
変
更
申
請
手
続
き
に

つ
い
て
H
再
評
価

に
関
連
し
て
、
処
方
、
用
法

・
用
量
な
ど

の
変
更
を
要
す
る
医
療
用
配
合
剤
、

一

般
用
医
薬
品
に
つ
い
て
は
、

一
部
変
更
申
請
な
ど
手
続
き
の
簡
素
化
を
は
か
ら
れ
る
と
と
も
に
、
可

及
的
す
み
や
か
に
承
認
さ
れ
る
よ
う
お
ね
が

い
す
る
②
市
場
品
の
措
置

に
つ
い
て
η
医
療
用
単
味
剤

の
薬
効
再
評
価
判
定
結
果
に
基
づ
き
変
更
を
必
要
と
す
る
市
場
品
に

つ
き
、
流
通
過
程
に
お
い
て
回

収
、
返
品
等

の
事
態
が
生
ず
る
場
合

は
、
市
場
を
著
し
く
混
乱
さ
せ
る
お
そ
れ
が
あ
る
。
変
更
品

と

の
切
換
え
は
業
界
側
と
し
て
可
及
的
す
み
や
か
に
処
置
す
る
の
で
、
市
場
品
回
収

の
措
置
は
避
け
て

い
た
だ
く
よ
う
特
別

の
配
慮
を
お
ね
が

い
す
る
。

埼
玉
県
病
薬

総

会

開

き

.
事

業

計

画

を

樹

て

る

埼
玉
県
病
院
薬
剤
師
会
は
十
六
日
、
伊
東
温
泉

・
大
館
館
で
昭
和
四
十
九
年
度
総
会
を
開
き
、
事

業
報
告
、
収
支
決
算
案
、
新
年
度
事
業
計
画
案
お
よ
び
予
算
案
な
ど
全
議
案
を
承
認
し
た
。
新
年
度

事
業
計
画
は
①
会
員
名
簿
の
整
備
②
会
誌
発
行
の
拡
充
③
各
種
学
術
研
究
例
会
の
開
催
④
薬
剤
部
長

会
の
開
催
⑤
新
規
採
用
薬
剤
師
の
研
修
会
開
催
⑥
開
局
薬
剤
師
の
実
務
研
修
会
開
催
。
新
年
度
予
算

額
は
七
十
七
万
五
千
八
百
六
十
二
円
。
な
お
、
総
会
に
さ
き
だ
ち
十
五
日
夜
は
、
創
立
二
十
周
年
を

記
念
し
て
懇
親
会
を
行

っ
た
。

一移
転
一

▽
皿
マ
ル
タ
ケ
盛
岡
営
業
所
11
虚
血岡
市
上
堂

一
丁
目

一
五
ー
五
〇
、
電
話
〇

一
九
六
ー
四

七
ー
七
〇
六

一
番
。



鱗葉刊臼(3) 昭和49年6月21日(金) 第3938号

栃
木
県
薬
総
会

佐

谷

氏

、
分

業

推

進

で

零

売

奨

励

日
本
薬
剤
師
会

の
望
月
専
務
理
事
は
十
九

日
、
宇
都
宮
市
保
健
福
祉
会
館
で
開
か
れ
た
栃
木
県
薬

の
通
常
総
会

で
分
業
問
題
に
つ
い
て
講
演
し
、

「
日
本
医
師
会
は
技
術
料
中
心
の
診
療
報
酬

の
確
立

を
目
指
し
て
お
り
、
も

は
や

日
医

の
真
意
を
疑
う
時
期
は
過
ぎ
て
い
る
。

日
医

は
分
業
を
進
め
る
に

当

っ
て
調
剤

セ
ン
タ
ー

の
設
置
、
薬
剤
師

の
質
の
向
上
、
再
診
料
千
円
等
を
条
件
と
し
て
提
示
し
て

お
り
、

目
薬
も
全
力
を
注
ぐ
決
意
だ
。
分
業
は
単

に
調
剤
だ
け
で
な
く
、
医
薬
品
試
験
、
医
薬
品
管

理
、
適
正
供
給
、
情
報
等
を
含
む
も
の
で
あ

る
。
ま
た
薬
剤
師
が
医
師
に
ア
プ

ロ
ー
チ
す
る
場
合
に

は
あ
く
ま
で
も
学
問
レ
ベ
ル
で
対
応
す
る
こ
と
が
必
要
だ
」
と
述

べ
た
。
ま
た
引
き
続
き
開
か
れ
た

シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
で
東
京
都
薬
剤
師
会
の
鈴
木
研

一
常
務
が

「
都
薬
は
店
内
区
分
、
医
療

マ
ッ
プ
、
研

修
会
、
備
品
の
整
備
を
四
十
九
年
度

の
分
業
具
体
策
と
し
て
進
め
る
」
と
紹
介
し
、

目
薬

の
佐
谷
圭

一
常
務

は
薬
局
経
営

の
あ
り
方
に
つ
い
て

「
現
在

の
薬
局
は
い
き

つ
く
と
こ
ろ
ま
で
行

っ
て
し
ま

っ

た
。
も
は
や
医
薬
分
業

の
実
践
以
外
に
な

い
。
こ
の
方
法
と
し
て
は
カ
ル
テ
に
よ
る
薬
歴

の
調
査
が

患
者

の
信
用
も
高
ま
り
、
売
り
上
げ
増

に
結
び

つ
く
と
同
時

に
医
師
の
信
用
も
得
ら
れ
る
だ
ろ
う
」

と
述

べ
た
。
備
蓄
薬
品
に
か
ら
ん
で
佐
谷
常
務
と
鈴
木
常
務

は
零
売
が
分
業
に
至
る
ま
で
の
過
程
で

は
有
利
な
方
法
だ
と
語
り
①
種
類
が
豊
富
②
独
自
性
が
あ
る
③
経
済
的
メ
リ

ッ
ト
が
大
き

い
④
医
家

向
け
医
薬
品
が
自
然
に
ス
ト

ッ
ク
さ
れ
る
⑤
知
識
が
必
要

に
な
る
た
め
勉
強
を
す
る
よ
う

に
な
る
1

等
の
メ
リ

ッ
ト
を
あ
げ
た
。

製
薬
夏
季
賞
与

五

十

万

円

前

後

の

要

求

額

出

る

製
薬
企
業

に
お
け
る
夏
季
賞
与

の
要
求
額
が
出
そ
ろ
い
、
早
く
も
田
辺
製
薬
で
は
妥
結
を
み
て
い

る
。
こ
と
し
は
春
闘
を
経

て
大
幅
な
昇
給
が
実
施
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
組
合
員

一
人
当
り
平
均
が

五
十
万
円
前
後

の
要
求
額

と
な

っ
て
い
る
。
第

一
次
回
答
が
出
た
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、

こ
れ
か
ら
が

交
渉
の
ヤ

マ
場

で
、
支
給

日
は
例
年
ど
お
り
七
月
十

日
前
後
と
な
る
模
様
。
主
な
メ
ー
カ
ー
の
要
求

額
は
次

の
と
お
り
。
▽
武

田
薬
品
11
四
十
七
万
円

(
三

・
六
六
か
月
)

▽
塩
野
義
製
薬
11
四
十
六
万

六
千
円

(
二
て

八

一
か
月
)

▽
藤
沢
薬
品
H
四
十
五
万

一
千
二
百
二
十

四
円

(
四
か
月
)
、

一
次

回

答
は
四
十

一
万
四
千
六
百
五
十

六
円
(
三

・
六
五
か
月
)

▽
大
日
本
製
薬
11
四
十
七
万
三
千
円
(
三

・

九
か
月
)

▽
田
辺
製
薬
日
四
十

二
万
円

(
ゴ
て

七
八
か
月
)

で
妥
結

▽
三
共

H
五
十

二
万
二
千

二
百

十

二
円

(
四
か
月
)

▽
第

一
製
薬
11
四
十
七
万

二
千
円

(
三

・
八
三
か
月
)

▽

エ
ー
ザ
イ
H
五
十
五

万
五
千
八
百
円

(
四

・
五
か
月
プ
ラ
ス

一
律

一
万
二
千
円
)

▽
山
之
内
製
薬

U
四
十
八
万
九
千
八
百

円

(
四
か
月
)

▽
中
外
製
薬
H
五
十
四
万
七
千
六
百
円

(
四

・
三
か
月
プ
ラ
ス

一
律

二
万
円
)

▽
科

研
化
学

11
四
十
七
万
七
千
四
百
五
十
六
円

(
四
か
月
)

▽
東
京

田
辺
製
薬

H
四
十
八
万
三
千
四
百
円

(
四

・
四
か
月
)

▽
科
研
薬
化
工
11
六
十
五
万
五
千
八
百
十
三
円

(
五

・
四
か
月
)
。



業薬日(4) 昭和49年6月21圓(金) 刊 (第三種郵便物認可) 第3938号

中
国
御
連
総
会

会

長

に

高

橋

大

作

氏

を

再

選

中
国
医
薬
品
卸
連
合
会
は
十
五
日
島
根
県
玉
造
温
泉
で
定
時
総
会
を
開
き
、
役
員
改
選
で
ブ

ロ
ッ

ク
長

(
会
長
)
に
高
橋
大
作
氏

(
広
島

・
成
和
産
業
社
長
)
を
再
選
し
た
。
副
会
長

に
は
長
谷
川
博

氏

(
島
根

・
王
水
堂
薬
品
社
長
)
、
理
事

に
は
斉
藤
輝
夫

(
岡
山

・
林
薬
品
専
務
)
、
枝
広
省
三

(
山

口

・
常
盤
薬
品
社
長
)
、
稲
田
松
太
郎

(
鳥
取

・
稲

田
薬
品
社
長
)
が
そ
れ
ぞ
れ
選
任
さ
れ
た
。
な

お
、
こ
れ
ま
で
中
国
五
県

は
い
ず

れ
も
卸
協
同
組
合
で
運
営
さ
れ
て
き
た
が
、
本
年
度
か
ら
は
山

口

・

鳥
取
両
県

は
と
も
に
卸
協
会
に
改
組
さ
れ
、
両
県
と
も
会
長
が
新
任
さ
れ
た
。

独

自

商

品

「

ユ

ニ

オ

ン

バ

ン

」
新

発

売

大
阪
薬
種
商
協
組

シ

ャ

ン
プ

ー

な

ど

後

続

品

も

企

画

大
阪
府
薬
種
商
事
業
協
同
組
合

(端
山
義
男
理
事
長
)
は
、

こ
の
ほ
ど
オ
リ
ジ
ナ
ル
開
発
商
品

「
救

急
絆
創
膏

・
ユ
ニ
オ

ン
バ
ン
」
を
発
売
、
府
下

の
会
員
店
に
対

し
頒
布
を
始
め
た
。
同
商
品

の
製
造

元

は
東
和
薬
品
工
業
皿
だ
が
、
製
造
お
よ
び
宣
伝

・
販
売
な
ど

一
切
の
責
任
は
同
協
組
が
負

っ
て
お

り
、
ほ
か
に
は
な
い
「
自
家
製
品

と
な

っ
て
い
る
。
製
品
の
規
格

は
ア
ク
リ
ノ
ー

ル
つ
き
中
寸

二

九

㎜
×
七
二

㎜
)
で
、
梱
包

の
種
類
は
▽
④

11
十

二
枚
入
A
価
百
六
十
円
、
B
価
五
十
六
円
、

二
百

四
十
個
入

一
梱

一
万
三
千
四
百
四
十
円

▽
⑱

11
三
十
枚
入
A
価

三
百
三
十
円
、

B
価
百

二
十
八
円
、

百
二
十
個
入

一
梱

一
万
五
千
三
百

六
十
円
▽
⑥
11
④
⑬

の
詰
合

せ

一
梱

一
万
四
千
四
百
円
と
な

っ
て

い
る
。
同
視
組
で
は
府
下
千

二
百
人
の
会
員

の
半
分

に
◎

一
口
割
当

て
を
目
標
と
し
て
い
た
が
、

い

ち
お
う
こ
の
線

に
は
達
し
た
。
な
お
同
協
組
は

ユ
ニ
オ

ン
バ
ン
に
続

い
て
開
発
商
品
第

二
号
に

「
脂

肪
酸
製
剤

・
ユ
ニ
オ

ン
シ
ャ
ン
プ
ー
」

「
同

・
ユ
ニ
オ

ン
ベ
ビ
ー

シ
ャ
ン
プ
i
」
を
企
画
し
て
い
る

ほ
か
、
以
降
、

ハ
ブ
ラ

シ
、
洗
腸
な
ど
を
発
売
し
て
い
く
方
針
で
あ
る
。

塩
野
義
製
薬

改

良

の

小

児

用

「
ポ

ポ

ン

S

」
新

発

売

塩
野
義
製
薬
は
六
月
十
九

日
か
ら
小
児
用

「
ポ
ポ

ン
S
」
を
新
発
売
し
た
。
従
来
の
ポ
ポ

ン
S
小

粒
の
処
方

・
品
質
を
改
良
し
た
も
の
で
、
そ
の
特
長
は
錠
剤

の
崩
壊
時
間
が
さ
ら
に
早
く
な
り
、
し

た
が

っ
て

一
層
早
く
消
化
管

か
ら
吸
収
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。
組
成

は

一
錠
中
ビ
タ
ミ
ン
A

二
千
国
際
単
位
、
ビ
タ
ミ
ン
B
-
硝
酸
塩
三
㎎
、
ビ
タ
ミ

ン
B
2

二

・
二
㎎
、
ビ
タ
ミ

ン
B
6
二

・

六

㎎
、
ビ
タ
ミ
ン
B
招

一
〇

49
、

ニ
コ
チ

ン
酸

ア
ミ
ド
三
四

㎎
、

パ
ン
ト
テ

ン
酸

カ
ル
シ
ウ
ム

一
〇

㎎
、
ビ
タ
ミ

ン
C
八
〇

㎎
、
ビ
タ
ミ
ン
D
,.
二
百
国
際
単
位
を
含
有
。
包
装

・
価
格
は
六
十
錠
A
価

五
百
四
十
円
、

B
価

三
百
七
十

八
円
。
旧
来

の
ポ
ポ

ン
S
小
粒
は
製
造
中
止
。
価
格
的
に
は
小
粒
が

百
五
十
錠

A
価
六
百
二
十
円
で
あ

っ
た
の
で
、
約

二
倍
の
値
上
り
と
な

っ
て
い
る
が
、

二
錠
服
用
で

あ

っ
た
の
を
新
処
方
で
は

一
錠
服
用
と
な

っ
て
い
る
た
め
実
質
的
に
は

一
円
弱

の
値
上
り
に
と
ど
ま

っ
て
い
る
。
ま
た
小
売
店

マ
ー
ジ

ン
率
は
旧
来

の
二
〇

・
二
%
か
ら
三
〇
%
に
ふ
え
て
い
る
。
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最

大

の

実

験

用

ウ

サ

ギ

生

育

場

が

完

成

実

験

動

物

生

販

組

合

(
茨

城

県

)

農
事
法
人

・
日
本
実
験
動
物
生
産
販
売
組
合

(
小
沢
市
三
郎
理
事
長
、
茨
城
県
久
慈
郡
里
美
村
字

徳

田
八
九
五
)
は
、
昨
年
か
ら
建
設
し
て
い
た
実
験
用
ウ
サ
ギ
の
生
育
場

の
第

一
期

工
事
が
完
成
し

二
十
日
関
係
者
を
集
め
て
披
露
し
た
。
完
成
し
た
第

一
期
工
事

は
敷
地

一
万
六
千

二
百
平
方
層

に
バ

リ
ヤ
ー

シ
ス
テ
ム
の
生
産
棟

六
百
十
四
平
方
層
、

コ
ン
ベ
ン
シ

。
ナ
ル
動
物
棟
五
百
三
十

六
平
方
居

流
源
室
百
四
十
平
方
層
、
ボ
イ
ラ
ー
室
、
事
務
室
、
焼
却
炉
で
B
S
生
産
棟
で
は
空
気
調
和
装
置
が

完
備
し
良
質
な
実
験
用
ウ
サ
ギ
の
開
発
と
生
産
を
行
う
。

コ
ン
ペ
動
物
棟

は
組
合
員
が
生
産
し
た
ウ

サ
。ギ
を
収
容
し
十
四
日
間
観
察
し
て
供
給
す
る
。
収
容
能
力
は
二
千
頭
、
空
調

・暖
房
設
備
が
あ

る
。

こ
の
ほ
か
年
内

に
は
飼
料
工
場
百
四
平
方
居

(
ウ
サ
ギ
用
飼
料

の
研
究
開
発
)
、
公
害
防

止
施
設
と

し
て
汚
水
浄
化
装
置
を
完
成
さ
せ
る
。
総
工
費

一
億
円
以
⊥
で
、
こ
の
生
育
場
が
操
業
す
れ
ば

日
本

一
の
生
産
規
模
と
な
る
。
こ
の
ほ
か
第

二
期
計
画
と
し
て
研
究
棟
、
無
菌
ウ
サ
ギ
開
発
施
設
、
B
S

棟
、
第
三
期
計
画
と
し
て
ウ
サ
ギ
の
各
種
系
統
保
存
施
設
が
予
定
さ
れ
、
全
て
完
成
す
れ
ば
実
験
用

ウ
サ
ギ
の
セ
ン
タ
ー
と
い
え
る
も

の
に
な
る
。

.
局

方

外

医

薬

品

製

造

許

可

承

認

品

目

,

(▼
印
ー
特
番
.叩貝

◎
印
ー
総
合

五
月
十
五

日

(
一
般
用
医
薬
品
)

▽
せ
き
ど
め

コ
デ

ン
A

U

鎮
咳
去

た
ん
剤

(
新
新
薬
品
工
業
)
▽

ハ
イ
ボ
ラ
ギ
ノ
ー

ル

軟
膏

11
痔
疾
用
剤

(
天
藤
製
薬
)
▽
き
く
や
メ

ン
タ
ム
ロ
創

傷
保
護
剤

(
き
く
や
薬
品
工
業
)
▽

セ
メ
ン
エ
ン
A
日
駆

虫

剤

(同
)
口
奇
応
丸

(
同
)
口
救
命
丸

(
同
)

▽
ビ
オ

フ

ェ

ル
ミ

ン
便
秘
薬

11
下
剤

(
ビ
オ

フ

ェ
ル
ミ
ン
製

薬
)
▽

ビ
オ

フ

ェ
ル
ミ
ン
下
痢
薬

11
整
腸
剤

(
同
)
▽

エ
ス

エ
ス
ブ

ロ
ン

錠

S
11
鎮
咳
去

た
ん
剤

(
エ
ス

エ
ス
製
薬
)
▽

エ
ス
エ
ス
ブ

ロ
ン
ラ
リ
ー
錠

S
日
鎮
咳
去
た
ん
剤

(
同
)
▽

エ
ス
カ

ッ
プ

「
E
Ｌ

n
総
合
代
謝
性
製
剤

(
同
)
▽
な
み
だ

ス

マ
リ

ン
目

眼
科
用
剤

(
同
)
口
葛
根
湯
加
辛
夷
川
鳶

エ
キ

ス
カ
プ

セ
ル

「
マ
ル

コ
」

11

(
マ
ル

コ
製
薬
)
▽
ネ
オ

カ
イ
ヂ
鍵
11
整
腸

剤

(船
倉

製
薬
)
口
岩
田

六
神
丸

(
岩
田
平
九
郎
)
▽

リ
ポ

ビ
タ

ン
A
口
総
合
代
謝
性
製
剤

(
大
正
製
薬
)
▽

ニ
ュ
ー

ト

リ

ン
U
混
合

ビ
タ
ミ

ン
剤

(武

田
薬
品

工
業
)
ロ

マ
タ
タ
ビ

末
(
山
下

正
巳
)
口
阪
本

の
苓
桂
求
甘
湯

エ
キ
ス

・
顎
杖
(
阪

本
製
薬
)
▽
プ

ラ
セ
ナ

ン
ド
V

11
臓
器
製
剤

二

丸
貿
易
)

五
月
二
十
日

(
一
般

用
医
薬

品
)

口
人
参
湯

(頼
粒
)

(東

洋

漢
方
製
薬
)
口

四
道
散

(顯

粒
)

(
同
)
口
清
湿
化
疾

湯

(
同
)
口
桂
枝
湯

エ
キ
ス
散
-
N

陳

五
苓
散

エ
キ
ス
散
ー

N

(
同
)
口
当
帰
腰
文
湯

エ
キ

ス
散
I
N

朴
杏
仁
湯

エ
キ

ス
散
ー

N

ス
散
i

N

(
同
)
口
調
胃
承
気

温

エ
キ

ス
散
ー

N

ア
ジ
ゼ

ッ
ト
32
乳
剤

H
殺
虫
剤

(
宝
薬
品
工
業
)
▽

ア
ジ
ゼ

ッ
ト
52
乳
剤

11
殺
虫
剤

(
同
)
▽
ネ
オ
ア
ジ
ト

ッ
プ
52
乳
剤

日
殺
虫
剤

(
同
)
▽

ア
ジ
セ
ク
ト
油
剤
11
殺
虫
剤

(
同
)

▽

ア
ジ
ゼ

ッ
ト
53
油
剤

11
殺
虫
剤

(
同
)
▽

ノ

ッ
ク
ダ
ウ

ン
ネ

オ
油
剤

11
殺
虫
剤

(同
)
▽

ア
ジ

ト

ッ
プ
52
乳
剤
11
殺
虫
剤

(同
)
▽
強
力

ア
ジ
ト

ッ
プ
乳
剤

11
殺
虫
剤

(
同
)
▽

ノ

ッ

ク
ダ

ウ

ン
乳
剤

H
殺
虫
剤

(同
)
▽
強
力

ノ

ッ
ク
ダ

ウ

ン
ネ

オ
油
剤

11
殺
虫
剤

(同
)

五
月

一
一十

二
日

(
一
般

用
医
薬

品
)

ロ

エ
ス
エ
ス
加
味
帰
脾

湯

エ
キ

ス
錠

(
エ
ス

エ
ス
製
薬
)
▽

ヒ
ロ
バ
ー

ル
S
目
零
生

性
皮

ふ
疾
患
用
剤

(
大
和
化
成
工
業
)

口
婦
神
業
散

(松
浦

葉
菜
)
▽

エ
ス

エ
ス
ブ

ロ
ン
錠
11
鎮

咳
去
た
ん
剤

(
エ
ス
エ

ス
製
薬
)
▽

エ
ス

エ
ス
ブ

ロ
ン
ラ
リ
ー

「
錠
」
11
鎮

咳
去

た

ん
剤

(
同
)

諮
鰭

難

業
漢
方
製
剤
)

(
日
本
粉
末
薬
品
)
口
菌

(
同
)
口
神
秘
湯

エ
キ

ス
散
I
N

(
同
)
口
桂
枝
加
厚

(
同
)
口
葛
根
湯
加
川
肖
夷

エ
キ

(
同
)

▽
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年

月

日

予
約
申
込
書

日
本
抗
生
物
質
医
薬
品

基
準
解
説

昭
和

部

送金方法

A5判 ・約600頁

定 価7,000円 〈予 約(前 金)特 価6,500円 〉

予 約(前 金)受 付 期 間6月30日 ま で

予 約 期 間 中 に 限 り送 料 サ ー ビス

な お,詳 細 につ い ては 当社 拡

張 部 までお問 い合 せ 下 さ い。 〈締 切迫 る!ク7月 上旬刊行予定 〉

き

り

と

り

線

ご
住
所

・
郵
便
番
号

貴

社

名

担
当
名

日本抗生物質医薬品基準解説

日本 抗生物 質 医薬 品 基準 は,44年8月 に

制 定 され て以来,抗 生物 質製 剤 の準公 定書

と して広 く活用 されて きま した。

その後,第8改 正 日本 薬局 方 が制 定 され

た こ と,さ らには試 験検 査 な ど技術 面 の進

歩 に よって,基 準 改正 の必要 が 生 まれ た た

め,49年3月 に広 汎 に わ た る部分 改 正 が行

なわれ ま した。

本書 は,こ れ に基 づ いて編集 され た解 説

書 です。 基準 本体 は総 則事 項34項 目,製 剤

1974年 改訂新版
日本公定書協会 編

総 則事項19条,一 般試 験法24法,1付 表 か

ら成 って お り,収 載 品 目は552品 目。 解 説

で は 八木 沢行 正 先生(日 本抗 生物質 学術協

議 会)に よる新 成 分三 品 目一 スルベ ニ シ リ

ン,リ ボス タマ イシ ン,ミ デカマ イ シ ンー

に 関す る解 説が収 め られ て い ます。 これ は

本書'71年 版 に収録 されていない品 目につ い

て追補 した ものです。 前書 と併 用 して いた

だ きます とご便 宜 です。

薬業時報社 拡 張 部/瓢
東 京 都 千 代 田区 神 田 神 保 町2-36(稲 岡 ビ ル)S(03)265-7751㈹ ・振 替 東 京48330番

大 阪 市 東 区 道 修 訂4-6-1(新 芝lllビ ル)暦(06)231-7061㈹




